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はじめに

r地理学」という学問は名称自体は広く知ら

れているが，地理学の研究者から言わせれば，

その内容は一般にはかならずしも正しくは知ら

れていない。一般の人たちは，地理学を中学校

や高校の「地理」の延長線上にあるものと理解

しているようであるが，それは，地理学の専門

分野の一部である「地誌学」の初歩的な応用部

分を含んではいるが，地理学の全体ではないの

である。地理学は学問のなかでは非常に古い歴

史をもっており，占代ギリシャO)geographia 

(geographyの語源）にさかのほる。現代の地理学

の内容は，当然のことながら古代ギリシャの地

理学の内容や， 18世紀に「自然地理学」を主な

内容として再出発し20枇紀前半まて続いた地理

学（「伝統的地理学」または「古典的地理学」と呼

ばれる）の内容とも異なるのである。現在の中

学校や高校の「地理」は， どちらかと占・えば，

この伝統的地理学の内容に近いと心える。

ところで，現代の地理学は，大きく地形学，

76 

気候学，水文学などを含む「自然地理学」と，農

業地理学，工業地理学，商業地理学，都市地理

学，人口地理学，社会地理学，経済立地論，政

治地理学，歴史地理学など多岐にわたる「人文

地理学」（両者を合わせて「系統地理学」とも呼ば

れる），および「地誌学」の 3大部門に分けら

れ，さらに補助分野として r地図学」を含んで

いる。この分け方は， 19世紀の終わりごろ人文

地理学が登場し，さらに地誌学が重視されるよ

うになって以来の伝統的地理学の時代から，多

くの地理学者によって支持されている専門分野

の区分法である。

現代の地理学と伝統的地理学との差異を一言

で言うのは困難である。あえて五えば「地域」

を一つの個体と考え，その個性を総合的に明ら

かにしようとするのが伝統的地理学である。そ

れに対して，「地域」を地球表面上の一定の広

かり（空間）と考え，その空間上に展開してい

る諸々の事象を総合的に把握するのは困難てあ

るので，それらの一つまたは少数の事象を通し

て，空間の相互作用や構造などを明らかにしよ

うとするのか現代の地理学である。このように

地理学と言っても，伝統的地理学と現代の地理

学とでは研究対象とする「地域」の基本理念が

異なるのであるぽ I)o

もちろん， 21柑紀に近い現在においても，地

理学者のなかには伝統的地理学における基本理
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念を保持している人もおり，すぺての研究者が

現代の地理学の基本理念をもっているわけでは

ないことも，追記しておく必要があるだろう。

本稿では，後者の現代の地理学における視点

から，日本の地理関連諸学会の現状，地域研究

と地理学との関連，および日本の地理学におけ

る発展途上国研究の現状を紹介する。

（注 l) 例えば，ポール・クラバル著 山本正三・高

橋伸夫・手塚章訳『新しい地理学』 白水社 1982年。

I 日本の地理関連諸学会の現状

現在，日本における地理学関連の全国的組織

をもつ主要な学会は，日本地理学会，人文地理

学会，経済地理学会，歴史地理学会，東北地理

学会，地理科学学会，日本国際地図学会および

日本地理教育学会で，会員の大半は地理学専攻

者で占められる。これらのほかに，ある程度の

数の地理学専攻者が所属する全国的組織をもつ

セ要な学会として，自然地理学関連では，日本

第四紀学会，日本陸水学会，日本地形学連合，

日本火山学会，日本地質学会，日本気象学会，

測地学会などがあり．人文地理学関連では， H

本地域学会，日本都市学会，日本民俗学会，日

本人口学会などがある。また，地誌学関連では，

日本アフリカ学会，日本南アジア学会などをあ

げることができる。そして， 3つの専門分野に

またがるものとして，（社）東京地学協会，地理

情報システム学会，（社）日本リモート・センシ

ング学会などがある。さらに，主に地理学専攻

者で占められる地方的な地理学関連学会は『日

本地理学会会員名簿1995』によれば，全国で合

計46団体にのぼっている。

学界展望—-—--~～～~---~―

これらの地理学関連諸学会のうち最大の組織

をもつのは日本地理学会で， 1925年に設立され，

日本の地理学専攻者の大部分が所属しており，

現在の会員数は3000名を大きく超えている。こ

の学会では，年2回，東京と地方において大会

を開催しており，自然地理学，人文地理学，地

誌学の 3分野にわたる研究発表が行われている。

また，その機関誌として『地理学評論』 (Ser.A) 

が毎月刊行されているほか，欧文機関誌Geo-

graphical Review of japan (Ser. B)が年2回刊

行されている。

日本地理学会に次いで大きな組織をもつのは

人文地理学会で， 1948年に設立され，現在，会

員数は2000名を上回っている。会員の大半は人

文地理学の専攻者であり，このことから，日本

の池理学研究者の3分の 2は人文地理学の専攻

者であることがわかる。この学会では，毎年 1

回の大会を開催しているほか，ほぼ毎月，部門

別に研究例会を開催しており，会員の研究交流

はむしろ日本地理学会よりも活発である。機関

誌として『人文地理』が隔月に刊行されている。

東北地理学会は1947年にもともと地方的な地

理学会として設立されたものてあるが，現在で

は全国的な会員組織となり，地理学の全分野に

またがる学会としては日本地理学会に次ぐ規模

を有し，現在1000名に近い会員を擁している。

年に2回の大会のほか，研究例会をほぼ毎月開

催している。機関誌として『季刊地理学』（旧

『東北地理』）が設立以来年4回刊行されている。

上記3つの地理学会は日本の代表的な地理学

会であり，いずれも機関誌への投稿論文はレフ

ェリーの審査を経て掲載の決定が行われており，

掲載論文は日本における地理学研究の代表的な

成果と言えるものである。
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II 地域研究と地理学との関連

ところで，地理学における発展途上国研究を

論じるにあたっては，地理学の 1分科である

「地誌学」と，それと研究内容としてはきわめ

て類似した「地域研究」との関係をみておく必

要がある。

地誌学はすでに古代ローマ時代にストラボン

によって地理学の甫要な部門として位置づけら

れていた。その後， 19世紀に人文地理学の誕生

とともにその研究成果として地誌の作成が直

視されたが，その流れの一部は国状学(Staaten

Kunde)として，後の統計学(Statistik)の源流の

ひとつとなった。さらに， 20世紀初めにはヘッ

トナーらによって自然地理学と人文地理学の・・

体化の手段として，地理学の中心的な柱に据え

られたほ l)。20itt紀後半には，地誌学は形式的

には自然地理学および人文地理学と対等の地付

に位置づけられるものの，両者を総合する応用

学的な側面とみなされるなど，その学問じの地

位がいろいろ変動してきた。地誌学の研究対象

はいうまでもなく特定の地域である ある地域

に生起する自然的，社会的，文化的，政治的、

歴史的な諸事象を体系的に整理し、総合的に記

述した地誌を作成するための学問とされるのが

地誌学で，地理学者によっては｀これを「地域

地理学」 (regionalgeography)と呼ふこともある

一方，特定の地域における自然的，社会的，

文化的，政治的．歴史的な諸事象を体系的に整

理し，総合的に研究する学問として「地域研究4

(area studies)と呼ばれる分野が20世紀後半あた

りから登場していることは周知のとおりであり，

むしろ最近においては．地誌学よりも知名度か
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高い学問となっているようである。特定の地域

に関する総合的な研究分野として古い時代から

地誌学が存在しているのに，なぜ，地域研究が

地誌学とは別個の独立した学問分野として成立

しているのであろうか。直接的な契機は，第2

次世界大戦時にアメリカ政府が戦略研究の一環

として対戦国の政治，自然，社会，経済，文化

なとに関する詳細な情報収集や分析の仕事を主

として地誌学の専門家に依頼して開始したこと

：こある [ii:21つ

しかし，地誌学者は，その国の諸事象に関す

る広い知識はあるが，それぞれの個別事象につ

いてぱ浅い知識しかもたないために，対戦国の

それぞれの事象に詳しい地理学以外の学問分野

の専門家に仕事を委嘱しはじめ，個別の事象に

閲する専門的方法論をもたない地誌学者はしだ

いにこの分野から遠ざかり，あるいは遠ざけら

れるようになった。

第2次慨界大戦終r時には，いわゆる地域研
究に携わる者の大半は，特定の地域に興味をも

つ， もともと歴史学，文学，政治学、文化人類

学、社会学，経済学など地理学以外の専門分野

の研究者で占められることになった。地理学の

研究者がいわゆる地域研究にあまり参加してい

なt}0)は曹当時，地理学の分野では，従来の地

誌を直視した伝統的地理学からかならずしも地

誌を屯視しない現代地理学へと学問の潮流が変

化したことや、いわゆる地域研究の流れが，地

域の個性を明らかにするというような贄かつて

伝統的地即学においてとりあげられ，現在では

過去のものとなっている課題に関心が向いて，

過去に地理学ないし地誌学がたとった同じ道筋

を歩いている感があることから，現代地理学研

究の基本理念には合わない，なとといった理由
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があげられよう。

一方，地域研究の側からみれば，特定地域に

関する総合的な学際研究を行うにあたって，地

理学， とくに地誌学に何を期待できるのかが不

明で，協力を求めようがないということがあげ

られよう。現代地理学のセ場では，この点に関

しては明快で，後述するように，空間的視点の

導入によって貢献できるといえるのであるが，

他分野の地域研究者は現代地理学に関する十分

な知識をもたないので，この点について，理解

が十分になされていないように思われる。

しかし，近年，地理学とくに地誌学の側から．

発展途上国研究を足がかりとして地域研究への

接近の動き Ut3)かみられ始めており，地域研究

者と地理学研究者との間の交流の動きが認めら

れるは4)。

（注 1) 西／1|治『地球時代の地理学思想ー'-フンボル

卜精神の展開一ー』古今書院 1988年印～66ページ。

（注2) 西川治『人文地理学人門』東京大学出版会

1985年 45ページ。

（注3) 熊谷圭知 1第三世界の地域研究と地u,志学」

（『地誌研年報5』広島大学総合地誌研究資料センター

1996年3月） 35~45ページ。

（注4) 「＜シンポジウム特集＞地誌学とエリアスタ

ティーー一現状と課題一ー」 (ri也誌研年報応広島大学

総合地誌研究資料センター 1996年3月）。

III 日本の地理学における発展途

上国を対象とする研究の現状

したがって，このような地誌をかならずしも

重視しない方向への地理学における潮流の変化

が日本の地理学にも影響を与えたことと，第2

次世界大戦後20年以上にわたって海外への渡航

制限があったため，海外の特定地域に輿味をも

ってもフィールド・サーベイが不可能であった

r---～西-～-～、学界展望---心---―_

ことなどの理由で，この間，日本の地理学にお

ける海外研究，とくに発展途上国を対象とする

研究には見るべき業績は認められないと言って

よい。日本の地理学における海外研究， とくに

発展途上国を対象とする研究が再開されるのは，

地域研究が盛んになりはじめた1980年代以降の

ことである。本稿未尾に付した文献は，前記の

日本における主要な 3つの地理学会の各機関誌

に1980年以降掲載された発展途上国を対象地域

とする研究の成果である。

これによれば，この約17年間に掲載された関

連論文数は，『地理学評論』（欧文版を含む，以下

同し）には63編，『人文地理』には34編，『季刊

池理学』には21編，合計118編である。年平均

では，『地理学評論』が3.7編，『人文地理』が

2.0編，『季刊地理学』が1.2編，全体ては約7

編ということになる。年間の掲載論文総数は，

『地理学評論』が約50編，『人文地理』が約25編，

『季刊地理学』か約15編，全体では約90編と推

計されるので，発展途上国を対象地域とする論

文数は全体の10％に満たない状況にある。分野

別には，『地理学評論』では，自然地理学関連

が40編，人文地理学関連が23編，『人文地理』

では，人文地理学関連のみ34編，『季刊地理学』

では，自然地理学関連が7編，人文地理学関連

が14編て；全体では，自然地理学関連が47編，

人文地理学関連が71編で，地誌学関連は皆無で

ある。これは，日本における現在の地理学の研

究動向をほぼ反映したも 0)と言える。

研究対象地域別にみると，全体では，韓国，

中国およびモンゴルを含む東アジアが70編，そ

の他のアジアが28編，アフリカが7編，ラテン

アメリカが8編，複数の地域にまたがるもの5

編で，アジア地域を対象とするものが8割をこ
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えている。なかでも東アジア．とくに韓国を対 今後地域研究の研究者と地理学研究者との間で

象地域とするものが圧倒的に多い。執筆者のな の密接な研究交流が必要と思われる。

かには外国人も含まれており．その数（共著の

場合には笹頭者）は全体で34名で， ここでも韓

国の比重が圧倒的に大きい。

人文地理学関連のものの内容については，

発展途上国研究という視点が明白なものは，

Hagiwara 0989)の論文のみであり，他の多く

は，先進国においてすでに適用されている理論

や方法を発展途上国に適用するという形のもの

である。また，分野では都市地理学的なものが

多く，次いで地域研究でも比較的多い農業地理

学的なものとなっている。

おわりに

以上のように日本の地理学における発展途上

国を対象とする研究の多くは東アジア地域に偏

しており，また，発展途上国研究という視点が

かならずしも明白であるとは言いがたい面が認

められる。さらに，いわゆる地域研究における

ような総合的な研究は少ない。もちろん，前記

の3学会の機関誌には部分的な報告(Fujiwara

and Nakayama [1985]，藤原・貞方 [1988]など）

しか発表されていないが，広島大学におけるよ

うなインドに関する地誌学的な総合研究の例も

あり，皆無ではない。

いずれにせよ，今後地理学が発展途上国に関

する研究において貢献できるのは，これまで地

域研究のなかで欠けていた空間的相互作用や空

間構造などの空間的視点とそれに基づく理論研

究を導人するところにあると考えられる。しか

し，従来の地域研究者にはこのことがまだ理解

されていないように見えるので，そのためには

8o 
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